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第３回 国際リゾート都市づくり検討会 議事録 

 

 

日時：平成 30年 2月 19日（月）10時 05分～12時 05分 

場所：倶知安町役場 3階 会議室 

出席委員：小磯修二代表、二川原康平委員、渡辺淳子委員、田中義人委員、吉田聡委員、山

田洋委員、青木夏暁委員、東内学爾委員、山崎隆史委員、西田信委員 

出席オブザーバー：小樽開発建設部地域振興対策室長 日向正典、小樽開発建設部道路計画

課道路調査官 三浦之裕、小樽開発建設部道路計画課道路計画専門官 西山公

夫、北海道後志総合振興局小樽建設管理部建設行政室建設指導課長 尾崎孝一

（代理：建築住宅係長 今井英稔）、北洋銀行倶知安支店長 平山源 

事務局：西江町長、高野副町長、文字総合政策課長、柳澤企画振興室長、山崎企画統計係長、

福家観光課長、西口観光係長、原田観光地域振興係長、佐竹まちづくり新幹線課参

事、星加まちづくり係長、菅原建設課長、三浦管理係長 

 

 

１ 開会 

 

２ 小磯代表挨拶 

 

実は前回の開催は一昨年になります。そのときを思い起こすと、観光中核施設を早期に整

備するという町の方向が示されて、それについて話し合ったところです。都市再生整備計画

というひらふ地区のいろんな施設整備を進めていくベースになる計画のあり方を議論する

のがこの検討会の大きな役割の一つで、中核施設のあり方などを話してきました。中核施設

を早期に整備するという話も、結果的には建設が中止となり、さらに G20 の誘致という新

しい国際会議場の建設という話が出て、それもまた変化が出てきたようで、その経過は町長

からご報告いただくこととなると思います。 

今日は、ひらふ第一駐車場再整備の検討状況の報告をいただき、それに対して検討会とし

ての意見をまとめていただきたいという要請がありました。それは今回のまちづくり検討

会開催のきっかけではありますが、一昨年以来開催していない中で、この地域、元々この検

討会というのはひらふ地区の国際リゾート地としての将来展望を見据えながら様々な議論

を進めるというのが趣旨でありますので、改めて最近におけるこの観光整備に関わる様々

な動き、新幹線問題もこの地域の大きなテーマですし、昨年９月にエリアマネジメントの新

たな組織形態も設立されました。それらいろんな動きを一度みなさんにご報告させていた

だいて、それについてのご意見を承るという形で第 3 回の検討会を進めていこうと町と相

談させていただいております。限られた時間ですが、みなさんからできる限りのご意見をい
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ただきたいと思います。ご協力よろしくお願いします。 

 

 

３ 町長挨拶 

 

みなさんにおかれましては、町政にご理解ご協力をいただき誠にありがとうございます。

今年は雪も多く、住む者にとっては除排雪に苦労されていると思いますが、スキー場におい

ては毎日パウダーのように新雪が降ることで多くのお客さんに来ていただき、好評を得て

いると聞いております。今年の入り込み状況を見ながら、今後の取り組みをしていかないと

ならないと思っております。 

 さて、この検討会でありますが、現在の検討会の前身である「ひらふ高原地域のまちづく

りを検討する会」として本町の観光産業を担うひらふ高原地域と市街地とが連携し、都市機

能の整備・向上を目指すまちづくりについて調査・研究及び検討を行うことを目的に設置さ

れました。平成 26年に市街地とのさらなる連携を図るために現在の名称の「国際リゾート

都市づくり検討会」に改組し、現在に至っており、今回で第 3回の開催となります。 

本町を取り巻く現状としては、観光産業として世界中の方々から注目されている国際リ

ゾートとして、平成 30年秋には、ひらふ地区に Skye Niseko、Maples、また、平成 32年

秋には、花園地区にパークハイアットの開業が予定されるなど、海外からの投資も多く、こ

れらの状況と合わせて、町内、特に市街地の建設ラッシュが続いているところであります。

また市街部では、北海道新幹線の新函館北斗－札幌間が平成 42年度完成予定で、現倶知安

駅に新幹線駅が整備されることや、北海道横断自動車道倶知安～共和間が事業化され、倶知

安 ICが整備される予定です。 

ひらふエリアに関しては、今年度、観光中核施設建設が 2 回の入札不調ということで設

計見直し、あるいは工事費の増額等により建設を中止したところです。また、さらに G20

国際会議については、応募の辞退により建設を断念したところであり、新聞報道の状況のと

おりです。これらの整備に向けては、これまで多くの議論を重ねてきたにも関わらず、この

ような結果となってしまい、大変申し訳ないと感じております。今一度、地域の意見を精査

して、必要なものは整備していきたいと考えておりますのでどうかよろしくお願いします。

本日は限られた時間ではありますが、検討会での活発なご意見をいただきたいと考えてお

りますのでどうぞよろしくお願いします。 

 

 

４ 議題 

 

（１）ひらふ第一駐車場の再整備について  
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事務局説明：柳澤室長 

 

質疑： 

 

委員 先日の G20 の説明会で、この有識者会議のメンバーの方から「サン・スポーツラン

ドにターミナル機能を移動することは無いのですか？」との質問に対し、観光課から「そ

れはもうないです」という説明があったが、それもまた白紙になったということか。 

 

町長 会議場の整備が中断になったが、今後もご意見をいただいて再検討していかないと

ならない。もう一度考える余地が出てきた。 

 

代表 今後の再検討では、交通ターミナル機能をサン・スポーツランドの場所で抱えていく

ということを含めて、検討されていくという理解でよろしいですか。 

 

町長 はい。今回の会議場整備の中でも、バスターミナル機能はないけれども、バスストッ

プと送迎車の停留機能を持たせる方向性でいたところ。 

 

小磯代表 検討の幅が出てきたと理解してよろしいですね。その前提でご議論いただけれ

ばと思います。 

 

委員 私は有識者会議に参加していた。最終回には出席できず、どのようなまとめがされた

のかわからないが、第 1 駐車場にターミナル機能もすべて置くというものから分散しな

いとならないという雰囲気であったと理解している。3つの案が提示されているが、でき

る限り分散しながらサン・スポーツランドにターミナル機能を持っていく方向性と私は

理解していました。G20 の会議場が中止になったということで、幅広い検討ができると

いうことだが、先行きが見えなくなってきており困惑していたところ。 

 

委員 大雪の傾斜を利用した駐車場の写真が出ているが、これはひらふで作れるものとい

う検討をした上で出しているのか。それとも単なる例示なのか。 

 

柳澤室長 有識者会議でどれにするかという答えは出していない。傾斜地を利用した複層

化という道内にあるものを提示しただけ。これがひらふに当てはまるかどうかの検討は

していない。 

 

代表 あくまで傾斜地を利用した事例ということですね。 
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委員 私は 10 数年以上送迎しながら商売させていただいている。現状のひらふ坂と道道

343号の渋滞状況を最初から経験している。綾ニセコができたことによって、送迎車がす

べてウェルカムセンターに向かうことによりひらふ坂の渋滞、ひいては道道 343 号の渋

滞につながっている。今日もバスが止まってしまい、事故も起き、私も開始時間に間に合

わなかった次第。したがって交通のことは今すぐやらないとならない事案だと思う。3つ

の案の中で考えると、第 1 駐車場を拠点とするのは無理があると思う。国際会議場がな

くなってしまったというのを聞いて残念であるが、何とかサン・スポーツランドに交通拠

点を作り、バスと車の流れの分散をしていかねばならないと思う。 

 

代表 この検討が立ち上がったのが 2013年、そのときの検討会の趣旨というのは、ひらふ

地区が将来どういうリゾート地を目指すのかが全然見えないという背景があった。ひら

ふ地域における施設整備で、都市再生整備計画による社会資本整備交付金を受けるため

に、その全体の計画を作るための会であった。そのときに交通ターミナル機能が大きな議

論の一つであった。そのときはこの検討会だけではなく、地元住民のワークショップを現

地で行い、少なくとも第 1 駐車場に交通ターミナル機能と駐車機能を一体化させること

には無理があると。それが大前提で、サン・スポーツランドに交通ターミナル機能を分担

するというのはこの検討会の議論の出発点であった。ただ、今回有識者会議でこれだけ丁

寧な議論をしたというのは非常に意味があると思う。G20 の誘致に向けた国際会議場は

難しくなったということですが、今回を契機にして、交通ターミナル機能をサン・スポー

ツランドでどういう形で担っていけるのかという議論を本格的に再開するきっかけにな

ればと思う。 

 

委員 この検討会の要綱では委員の任期は 5年ということで、間もなく一期目が終了する。

今回の第 1 駐車場の有識者会議から出てきた結果も踏まえて、今後検討していく場が継

続されていくのかどうか、この場で役場の考え方を確認させていただかないと議論にも

入っていけない。 

 

代表 そこのところは町長いかがですか。 

 

町長 都市再生整備事業は終わるが、新幹線や高速道路のこともあり、情報共有しながら全

体を俯瞰してひらふのことを考えていく方向にもなっているので、都市再生整備事業が

なくなったから終わりということではなく、みなさんと意見することは重要だと思うの

で、継続して様々な角度からご意見をいただきたいと思う。 

 

代表 5年前の議論がここに来て大事になっていると感じる。全体を俯瞰しながらこの町の

目指すべき方向を話す場を失うことは、この地域にはあまりいいことではないと感じる。 
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委員 この検討会がありながらあまり活用されていないと思う。みなさん忙しくてなかな

か予定が組めないというのもあると思うが、もう少し役場の方に汗をかいていただいて、

もっと私たちの意見が反映されるようなものを求めたい。もちろん継続をお願いしたい

し、もう少しここに出た意見が役に立つような方法を考えてほしい。新幹線や高速道路な

ど間際の問題がたくさんあると思うが、私たち検討したこともない。 

 

代表 前回が一昨年の開催。今後は、定期的に、年に数回開催する中で重要事項をみなさん

で共有していければと思う。 

 

柳澤室長 今後のスケジュールとして、今日いただいた意見を有識者会議へフィードバッ

クする。ひらふ第 1駐車場の整備案は、平成 30年度には作り上げたい。G20がその次に

あり、G20の本体、メディア、警備の駐車場に充てられる可能性が高いことから、G20終

了後、速やかに再整備に入れるような準備を進めていきたい。また整備案を作るに当たり、

この検討会に議論いただくことになると思うのでよろしくお願いしたい。 

 

 

（２）ひらふ整備事業  

 

事務局説明：西口係長 

 

・平成 26年から 5か年の事業展開 

・当初の 12事業が最終的には現在 6事業 

・観光中核施設の中止の経過 

・整備事業の中から中核施設整備を削ることを国と協議中（6事業→5事業） 

・G20誘致と会議場整備 → 事業者の辞退により会議場の整備は断念、誘致は継続 

 

質疑： 

 

代表 一昨年のこの検討会で観光中核施設を諮ったが、その後大きな変化があったとのこ

と。会議場の整備は応募事業者の辞退により断念すると。しかしながら G20 の誘致は引

き続き既存施設の活用ということで進めるということですね。 

 

町長 既存施設の活用については、1月に外務省の方が来られて、当初公募する際の規模等

は一般的に決められていたわけだが、閣僚会議もテーマによって大小様々ということで、

既存施設でも開催できる会議はあるということであった。当初、町は IT関係の会合はど
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うかと提案していたが、会議場の構成も考えると観光大臣の方が来る国の数も少なく、コ

ンパクトに開催できるとのアドバイスもいただいている。観光大臣会合であれば何とか

既存の施設あるいはこれから建つ施設で、分散してでもエリアの中で対応できるのでは

ないかということであった。 

 

委員 倶知安に限らず、ニセコのヒルトンに協力要請、近隣町村に協力を求めることはない

のか。 

 

町長 倶知安町でやるということにしているので、ニセコ町に広げてというのは考えてい

ない。まずは既存施設でできるということを前提に進めている。最悪の場合においては要

請もあるかもしれない。 

 

代表 首脳会議と違って閣僚会議というのはいろんなやり方があると思う。私自身、日本で

初めて日中韓の観光閣僚会議を北海道の阿寒で開催したときにお手伝いで参加した。首

脳と違って閣僚の場合は警備の面などそれほど大きくない。無いものを作るというより

もあるものを活用していくということで十分だと思う。閣僚会議に過去の開催でどんな

課題があったかという準備等を早められた方が良いと思う。誘致が目的ではなくて、これ

をきっかけとして、新しい観光に繋がるような MICE 戦略の今後の展開が求められると

思う。もしそのための将来に向けて必要な投資があればその段階で投資を考えるという

議論を進めていかれるのが大事だと思う。あまり無理をされる必要はないと思う。 

 

 

エリアマネジメント団体の活動報告  

 

代表 ひらふ地域における動きとして、昨年 9 月にエリアマネジメントが発足した。事務

局を担っていただいている大加田さんに来ていただいているので、簡単に活動状況につ

いてご説明をいただこうと思います。 

 

説明：東急リゾートサービス大加田氏 

・少しずつ段階を踏んで進めているところ、30年度に条例に基づく認定申請の予定 

・地域活動の事例紹介 

・エリアマネジメント広告の取組みに向けて 

 

代表 エリアマネジメントは、今の地方創生の動きの中で都市再生法の改正などもある。要

は行政だけではなかなかできない取組みが全国起きており、それに向けたものである。た

だし、財源が難しい。このエリアマネジメントでは広告収入により安定的な収入を得よう
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ということです。しかし、ここは国定公園地域であるので、その中で広告物の設置という

面では、行政のみなさんの理解が必要となる。札幌のチカホ空間の場合も開発行政におい

ていろんな面で規制緩和をいただいている。今回は道庁とのやり取りとなると思うが、申

請に向けては役場も一緒に動いてもらうようにしないと、勝手にエリマネだけが動いて

いるということではなかなか難しいと思う。是非エリマネの所管部署と連携して要請活

動をしていただきたいと思う。 

 

委員 役場ではどこが担当か。 

 

町長 総合政策課です。 

 

代表 ひらふ地区の整備事業に関して質疑ありませんか。 

 

委員 中核施設については国と協議中との説明であったが、実際どんな協議をしているの

か。計画まで立てて、ある程度のお金を投入している。国際会議場も中核施設もまったく

無くなってしまったのか。それともまだ可能性はあるのか。そういったことも第 1 駐車

場の整備に関わってくる。個別で検討するのではなくて、すべて連携して、実現に向けて

動いてほしい。 

 

町長 これで全部ダメになったというものではなく、ここまで積み上げているので、是非こ

れらについては今後も検討して必要なものは整備していきたい。この会も含めて重点的

に検討が必要だと思っている。 

 

代表 検討会の当初、明確な将来像を作ろうというものだった。そこに立ち戻る必要がある

と思う。最初の年度に全体計画を議論しようということで、かなり良い議論があった。そ

のときの目指すべき方向というものを整理すると、4つあると思う。まず、この地域の観

光情報は「ここに行けばわかる」というものがない中で、そういった機能を持とうという

系譜が観光中核施設につながっている。2つ目は、交流機能で、今の国際会議場にもつな

がると思うが、なかなかまとまって会議をする場所がないのと、外から来た人が会議を開

いたり、交流する空間がないことから、複合交流施設機能の議論につながっていた。3番

目が交通ターミナルの問題。これは当初から大きな問題で、第 1 駐車場の空間ですべて

を賄うというのは無理だと。そこをなんとかしないとひらふの魅力を失っていくと。4点

目はコミュニティの欠落。外国人居住者が多くなって、町内会が徐々に機能しなくなって

いった。そのために何をすればいいのかと。それが昨年のエリアマネジメントの設立につ

ながった。1から 3はハード整備に係ることであるが、どうやってやるのか。都市再生整

備計画というスキームをある程度断念し、次にどうつなげていくのかというのはかなり
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難しい議論だと思う。ただし、5 年前の議論でも PFI とか民間のしっかりとした提案力

を上手く使いながら進めていこうという議論はこの検討会でもやっていた。新しい施設

は、決して町が所有して、町が責任持ってすべてやるという時代ではなくなってきている。

紆余曲折はあったとしても、前を見ながら原点に立ち戻った議論を進めていただきたい

と、今日改めて感じたところ。役場のみなさんも多くの課題を抱えており難しさもあると

思うが、この検討会を上手く活用しながら、そういった議論を進められてはいかがでしょ

うか。 

 

 

（３）新幹線 

 

事務局説明：佐竹参事 

 

・半地下から高架形式へ変更 

・新幹線まちづくり検討委員会を 26～30年度にかけ 12回開催。3月にも町長へ提言。 

・在来線は開業の 5年前を目処に判断を下す方針 

・在来線存続と廃止の 2パターンで議論 

・30年度に道路管理者、交通事業者と協議し、町としての整備方針を固める 

 

 

質疑： 

 

委員 在来線判断の 5年前というのは国の指示なのか。 

 

佐竹参事 国からの指示というものではない。並行在来線は、新幹線着工の条件として開業

時には JR北海道から経営を分離することが前提となる。各沿線自治体の合意を得て着工

している。並行在来線の連絡協議会において、他地域の事例をもとに開業 5 年前程度を

目安として結論を出しましょうというもの。存廃によって倶知安の整備方針がまったく

異なるのでできるだけ前倒しの判断の議論をしていただきたいと訴えているところ。 

 

委員 個人的には在来線はいらない。在来線を残すと、管内で人口割による負担金が決めら

れると聞く。そうすると倶知安町の負担が一番厳しくなる。個人的には、町長に早急に他

町村に対して在来線はいらないと宣言していただき、理解をいただいて、駅前の再整備の

方向性を進めるべきと思う。在来線は無いという方向でやっていかないと、5年しか残さ

れない中ではできることが限られる。二つの議論を並行して進めるのは考えられない。 
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代表 検討会の提言は近々出されるのか。 

 

佐竹参事 3月末になるかもしれない。 

 

代表 新幹線開業に向けた地域の対応というのは、決して行政だけの問題ではなくて幅広

い関連があるので、一つのたたき台として提案するのはいいと思うが、できるだけ多くの

方が共有できるプロセスが大事。幅広く共有できる議論の場作りというのは心がけてい

かないと。新幹線開業の効果を上手く受け止めたところは、行政が上手くやったわけでは

なくて、みんなでやる機運を作り上げたところが成功している。基本的なコンセプトだけ

を共有して、あとはみんなの知恵を募るような進め方が良いと個人的には思う。倶知安の

中だけの議論ではなく、外の事例・知恵を見た上で、倶知安に当てはめるとどうかという

議論をされた方がいいのではないか。 

 

委員 周辺の町村の方々とどうやって協力して新しい駅づくりやバスターミナル機能を持

つかなどの議論をしていかないとならない。内側の議論も大事だが、周辺も巻き込みなが

ら新幹線駅の議論を今から進めないと時間がなくなってしまう。 

 

代表 この検討会としても積極的に関わって、議論参加していくのもいいかもしれません

ね。他になければ、既に時間も経過しているので閉会したいと思います。 

 

（終了） 
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